
要　旨

非定型抗酸菌（Atypical Mycobacteria : AM）は

結核菌群、らい菌、ヨーネ菌を除くミコバクテリウム

属菌の総称であり、世界中の環境に広く分布している。

ヒトおよび動物のAM症の主要な病原菌はM. avium

complex（MAC）である。MACはM. aviumとM.

intracellulareからなるが、現在、M. aviumは 4つの

亜種、すなわち亜種 avium、hominissuis、silvaticum

と paratuberculosis（ヨーネ菌）に分類されている。

MACは免疫力が低下した宿主（AIDS患者等）から

高率に分離される。また、MACは動物、特に鳥類

や豚に病原性を示し、鳥類からは亜種 aviumが、豚

からは亜種 hominissuisが主に分離されている。豚

AM症の疫学調査により、飼育時に使用されるオガ

クズ、そこに生息する昆虫・ミミズの体表や消化管

内から AMが高率に分離できることから、これらは

豚MAC感染症の重要な感染源であることが判明し

ている。また、豚等の動物は環境中にMACを排出

するものの、動物が直接ヒトの感染源であることを

示した報告はない。したがって、ヒトは環境中に存在

する AMに日和見感染するものと考えられている。

Ⅰ. 非定型抗酸菌症とは

非定型抗酸菌（Atypical Mycobacteria : AM）は

結核菌群：Mycobacterium tuberculosis complex（M.

tuberculosis、M. bovis、M. africanum、M. microti、M.

canettii）を除くミコバクテリウム属菌の総称である。

しかし、従来から研究されているM.laprae（らい菌）

およびM. avium subsp. paratuberculosis（反芻獣の

ヨーネ菌）は、通常、AMから除外されている。AM

は、結核病巣から結核菌群とともにまれに検出され

ることや、土壌、河川水、海水等の自然界から分離

されること等から、非病原菌として扱われていた。

1967年 Runyon 55）は、結核菌（M. tuberculosis）およ

び牛結核菌（M. bovis）を除く抗酸菌群を anonymous

mycobacteria（未命名抗酸菌）と総称し、それらを

発育速度、発育集落の色調ならびに光照射後の発色

変化の性状によりⅠ～Ⅳ群に分類した。その後、こ

れらの菌群は非定型抗酸菌と呼ばれるようになった。

また、本菌群は非結核性抗酸菌（Mycobacteria other

than tubercule bacilli : MOTT）またはNon-Tuber-

culous mycobacteria : NTM）とも称されている。

1986年に発行された Bergey’s Manual of System-

atic Bacteriology（Bargey’s Manual）75）ではミコバク

テリウム属は 54菌種に分類されている。結核菌群の

4菌種（M. tuberculosis、M. bovis、M. africanum、M.

microti）、とM. lapraeおよびM. avium subsp. paratu-

berculosis を除く 48菌種は AMに該当する。DNAハ

イブリダイゼーション法 2, 57）を利用した市販キットや

PCR法 20, 21, 24, 32, 46, 63, 74）の普及、rpoB遺伝子配列 21）や

hsp65遺伝子配列 20）の相同性解析を用いた同定手法

が確立するにつれて、比較的難しく、長期間かかっ

たミコバクテリウム属の菌種が簡単に同定または推定

されるようになった。図1に rpoB遺伝子の分子系統

樹を示す。本法は、検体の rpoB遺伝子配列をGen-

Bank上の登録遺伝子配列と比較し、高い相同性

（99%以上）を示した遺伝子配列を有する菌種を推
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定する方法である 21）。分類学上確立したものではない

が、National Center for Biotechnology Information

（http://www.ncbi.nlm.nih.gov/Taxonomy/Browser/

wwwtax.cgi?id=1763）上にミコバクテリウム属は、

約 150菌種が登録されており（2006年 1月 31日現

在）、多数の菌種が AMに分類されている。

AM症は AMを起因菌とする感染症の総称である

が、今日は非結核性抗酸菌症（Non Tuberculous

Mycobacterial Infection）または、菌種が同定され

たものは菌名を記した感染症名で報告される。現在

まで、AMはヒトに日和見感染を起こすのみであり、

結核菌群にみられるような、ヒトからヒト、動物か

らヒト、あるいはヒトから動物への感染の伝播は確

認されていない。従って、AM症はヒトと脊椎動物

の間で相互に伝播する可能性は低く、広義の人獣共

通感染症として扱われている 3, 31, 56, 69, 75）。
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図1　rpoB遺伝子の分子系統樹（N-J法） 

　［　］内はGenBank accession noを示す。Rodococcus equi, Corinebacterium diphtheriaeおよびNocardia novaを
outgroupとして設定。解析はDNA Data Bank of Japan のClustalW、作図は TreeViewにより実施。（森田ほか） 
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Ⅱ. 非定型抗酸菌はどこに分布しているのか？

AMは土壌、河川水、海水等の自然界から容易に

分離される。表1および表2に自然環境等から分離

された AMを示した。わが国の土壌や海水・河川水

からはMAC 43, 66）、M. scrofulaceum 43, 71）、M. nonchro-

mogenicum（非病原株）66）、M. terrae 67）等が、結核病

棟の塵埃からはM. intracellulareとM. scrofulaceumが

分離されている71）。また、束村71）はM. scrofulaceum

は土壌から容易に分離できるが、M. intracellulareは

分離できないことを報告している。わが国では、そ

の後も、M. intracellulareが土壌から分離されたこと

を示す報告はないが、諸外国では、土壌、水、室内

塵埃などからM. intracellulareやM. scrofulaceumが

頻繁に13, 14, 23, 50～ 53, 73, 78）、また、M. avium 53）がまれに分

離されている。日本の野鳥のふん便からはMAC、

M. kansasii、M. gordonae、M. flavescens、M. chelonae

等が分離されている43）。さらに、環境由来と推定さ

れる AMが乳児用調製粉乳 1g中に約 10 5個混入し

た事例（調製粉乳中の AMは殺菌済み）35）も報告さ

れている。これらのことから、AMはわれわれの居

住環境に広く分布しているものと考えられる。

MACは動物に結核様の感染をひき起こすことか

ら、獣医学領域においても注目されている。家畜

の敷床として使用されているオガクズ、そこに生

息する昆虫・ミミズの体表および消化管内容、さ

らに飼料添加剤として給餌された泥炭中からMAC

が高率に分離されていることから、これらは動物

のMAC感染症の主要な感染源であると考えられて

いる3, 9～ 11, 25, 26）。

表1　自然環境等から分離された非定型抗酸菌 

国 報告年 検体 分離菌種等 a） 文献番号 

M. avium、M. nonchromogenicum
M. terrae
M. scrofulaceum
M. intracellulare、M. scrofulaceum
MAC血清型別不能、M. scrofulaceum、M. nonchromogenicumなど
MAC血清型 12型と型別不能、M. gordonaeなど 

M. intracellulare
M. intracellulare、M. scrofulaceum
M. scrofulaceum、M. terrae、M. intracellulare
M. nonchromogenicum、M. gordonae
M. scrofulaceum、M. gordonae、M. intracellulare 
M. scrofulaceum、M. intracellulare 
M. gordonae、M. intracellulare、M. scrofulaceum、M. terrae
M. intracellulare、M. scrofulaceum

M. intracellulare血清型 7, 12, 14, 18, 19型および型別不能株
M. scrofulaceum血清型 43型
M. intracellulare、M. scrofulaceum
M. intracellulare、 M. scrofulaceum
M. avium、M. intracellulare
M. intracellulare 血清型 8型 

M. gordonae
M. gordonae、M. fortuitum
MAC（庭土：血清型 2型、家のほこり：血清型 9型）、Mycobacterium spp.
M. avim subsp. hominissuis、M. abscessus、M. scrofulaceum、M. gastri等
M. avim subsp. hominissuis
M. avim subsp. hominissuis
M. avim subsp. hominissuis（血清型 6, 8型）、M. fortuitum

牛舎および家の飲み水
AM症患者の浴槽等
AM症患者の家の土やほこり
ミミズ、土壌
昆虫
子豚飼料用泥炭
豚舎使用および未使用オガクズ

Runyon group Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

M. kansasii、M. xenopi

M. intracellulare （特に血清型 4型と 8型が多い） 

オガクズ中の昆虫

水

土壌、塵埃

2002

2003
2004
2005
2004

1977

1974

1973

チェコ

ドイツ

英国

南アフリカ

1971

1974
1980
1980

庭土、公園の土

土壌
水
塵埃
水

オーストラリア

1968
1976
1979

1983

土壌
水
河口水、海水

砂
海水（海底）
海水（2～4マイル沖）
海水滴（エアロゾール）

米国

1965
1967
1974

1997

土壌
土壌
土壌
塵埃（結核病棟）
海水、河川水
と畜場浄化処理水

日本

a）M. intracellulareやMAC等の記述は報告のとおり

［66］ 
［67］ 
［71］ 
 

［43］ 

［78］ 
［13］ 
［14］ 
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［73］ 
［53］ 

［31］ 
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［9］ 
［11］ 
［25］ 
［26］ 

［29］ 

［23］ 



（ 4 ）

60

Ⅲ. M. avium complex（MAC）の分類

ヒトと動物の双方に病原性を有し、かつ分離頻度

が高い AMは Runyonの分類 55）でⅢ群（非光発色菌）

に属するM. avium complex（MAC）、Ⅰ群（好発色

菌）に属するM. kansasii、M. marinum、Ⅱ群（暗着

色菌）に属するM. scrofulaceum等である。

MACは、Bergey’s Manual 75）のM. aviumとM.

intracellulareから構成されている。M. aviumは鳥結核

に罹患した鳥から75, 77）、M. intracellulareはヒトの肺

結核疾患患者から6）分離されたことから、当初はそれ

ぞれ別菌種と考えられてきたが、生化学的性状が同

一 30）であることからMACとなった。MACの菌種や

血清型等の分類の変遷について表3に示す。1960年

代、Schaefer 60,61）はMACの血清型別法を確立した。

Bergey’s ManualではM. aviumとM. intracellulare

は血清型によってのみ区別可能であり血清型 1～ 3

型はM. aviumに、4～ 28型はM. intracellulareに分

類されている75, 77）。1970年、Anzら1）はMACの各血

清型の鳥に対する病原性を検討し、病原性の強い順

に、Avium群、Intermediate群、Authentic群の 3群

に分類した。1980年代になり、M. aviumおよびM.

intracellulareに対する特異的なDNA probesを用い

た解析により、M. aviumとM. intracellulareは異な

る菌種であり、血清型 4～ 6、8～ 11および 21型

はM. aviumに、血清型 7、12～ 20ならびに 25型は

M. intracellulareに分類されることが明らかとなっ

た。この方法では、血清型 22～ 24、26～ 28型はい

ずれの菌種にも分類されない2, 56, 57）。また、この分類

法では、Anzら1）の Intermediate群に属する血清型

はM. aviumに、Authentic群に属する血清型はM.

intracellulareに同定され、鳥に対する病原性による

分類と分子生物学的な分類が一致する。Heat Shock

Proteinをコードする dnaJの一部の遺伝子配列によ

る系統樹解析においても血清型 1～ 6、8～ 11、21

型と 7、12～ 20、22～ 28型はそれぞれ異なるクラス

ターに分類され、M. aviumとM. intracellulareは分子

生物学的にも異なる菌と考えられている（図2）39）。

このようにMACは分類方法により、菌種が異なる

場合があることから、菌種を同定する際や､同定し

た菌種を過去の報告と比較する際には注意が必要で

ある。現在M. aviumはM. avium subsp. avium、M.

avium subsp. hominissuis、M. avium subsp. silvaticum

およびM. avium subsp. paratuberculosisの 4つの亜種

に分類されている32）。亜種 aviumは血清型 1～ 3型

が該当し、挿入遺伝子 IS901と IS1245を保有し鳥

に強い病原性を有す。亜種 hominissuisは血清型 4～

6、8～ 11、21型が該当し、IS1245のみを保有し、

鳥への病原性は弱く、環境から多く分離される。亜

種 silvaticumと paratuberculosisは発育にマイコバク

チンが必要で、一般にミコバクテリウム属菌の分離

に用いられる小川培地やMiddlebrook 7H10寒天培

地等では発育しない。亜種 silvaticumは IS901を有

表2　野鳥の糞便からの非定型抗酸菌分離状況 43） 

駅前ハト
（n＝240） 

神社ハト
（n＝240） 

食肉処理場ハト
（n＝240） 

食肉処理場カラス
（n＝240） 

合　計
（n＝960） 

分離菌種 

M. kansasii

M. gordonae

MACb）

M. nonchromogenicum
M. gastri
同定不能

M. flavescens
M. chelonae
M. thermoresistivile
M. obuence
同定不能 

計 

－ 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 

1
1
1
－ 
1

4

－ 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
1

3
－ 
－ 
1
－ 

1a）

2

2
－ 
－ 
－ 

－ 
2
－ 
－ 
2

4

3

13
3
2
1

－ 
1
－ 
－ 
6

5

5

15
3
2
2

4
4
1
1
10

5 10 33 52

Runyon
 の分類 55） 

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ 

a）分離菌株数 
b）MAC：M. avium complex　食肉処理場ハトから血清型 4型（1株）、6型（1株）が、食肉処理場カラスから 
血清型 4型（2株）、6型（1株）、8型（4株）、型別不能（6株）が分離
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表3　M. avium complexの菌種、血清型、遺伝子型別等の一覧 

菌種および血清型を整理 DNAによる分類 
IS901とIS1245の保有 a）

16Ｓ-23S rDNA internally transcribed
spacer region等

Roth54）（2000年）、Mijs32）（2002年） 斎藤 57）（1983年） 
Wolinsky and Schaefer 77）

（1979年） 
Anz 1）（1970年） 

Schaefer 60, 61）

（1965年、1968年） 

鳥への病原性 

血清型 分　類 

凝集反応による 
血清型を確立 

菌　種 血清型 

1
2
3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 

Ⅳ
Ⅴ
Ⅵ
Ⅶ

Davis
Watson
Ⅲa
Ⅲb

Howell
Chance
Boone
Dent

Yandle
Wilson
Altman
Darden
Arnold
－
－

Brockett
－
－

Cox
Harrison
－ 

M. avium
M. avium
M. avium

M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare

菌　種 

M. avium
M. avium
M. avium

M. avium 
M. avium 
M. avium 
M. intracellulare
M. avium 
M. avium 
M. avium 
M. avium 
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. intracellulare
M. avium 
同定不能
同定不能
同定不能
M. intracellulare
同定不能
同定不能
同定不能 

菌種および亜種 

M. avium subsp. avium 
M. avium subsp. avium 
M. avium subsp. avium 

M. avium subsp. hominissuis 
M. avium subsp. hominissuis  
M. avium subsp. hominissuis 
M. intracellulare 
M. avium subsp. hominissuis 
M. avium subsp. hominissuis 
M. avium subsp. hominissuis 
M. avium subsp. hominissuis 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. avium subsp. hominissuis 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 
M. intracellulare 

Avium
Avium
Avium

Intermediate
Intermediate
Intermediate
Authentic
Intermediate
Intermediate
Intermediate
Intermediate
　　－ 
　　－ 
Authentic
　　－ 
Authentic
　　－ 
Authentic
Authentic
Authentic
　　－ 
　　－ 
　　－ 
　　－ 
　　－ 
　　－ 
　　－ 
　　－ 

a）subsp. aviumは IS901と IS1245を保有し鳥に強い病原性を持つ。subsp. hominissuis は IS1245のみ保有し、鳥への病原性は弱く、 
環境から多く分離される。M. intracellulareは IS901および IS1245を保有せず、鳥への病原性がない。 

－：試験時に発見されていないもの 

図2　M. avium complex 各種血清型菌株の dnaJ遺伝子分子系統樹（N-J法） 

GenBank accession no AB097876～ AB097903を用いて作成。（森田ほか） 
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し、亜種 aviumと同様に鳥への病原性を、亜種

paratuberculosisは IS900を有し反芻獣に重度の腸炎

を起こす。なお、M. intracellulareは血清型 7、12～

20、22～ 28型であり IS901および IS1245を保有せ

ず、鳥に対する病原性もない 32）。今日、MACは分

子生物学的分類法が、迅速、簡便な方法として広く

用いられるようになったが、Schaeferの血清型も過去

に分類された株との比較をする上でいまだ貴重な情

報となりうる。したがって、両者を併用して型別・

分類することが望ましい。MACの血清型別につい

ては群馬県衛生環境研究所および日本大学生物資源

科学部獣医公衆衛生学研究室でも実施可能である。

Ⅳ. ヒトの非定型抗酸菌症

ヒトでは結核の減少とともに、AMによる肺疾患

の発生が多くなってきた。とくに免疫活性の低下し

た患者における主要な日和見感染症の原因菌となっ

ている3, 7, 12, 17）。AMはリファンピシン、ストレプトマ

イシン、エタンブトールなどの抗結核剤に低感受性

であるため，難治癒性疾患として医学的にも問題と

なっている 68, 72）。

臨床材料から分離される AMではMACおよびM.

kansasiiによるものが圧倒的に多く、①抗結核剤で

治療中の肺結核患者から抗結核剤の耐性菌として

AMが分離されることで AM症と診断される場合

と、②局所または全身的な感染防御能の低下した宿

主における日和見感染のかたちで認められる場合が

ある 56）。わが国では、①の発生形態が多い。患者は

主に呼吸器系症状を示し、まれにリンパ節・骨・皮

膚などの肺外の感染も認められる。②は AIDS患者

の日和見感染症として発見される場合が多く、細胞

性免疫、とくにＴ細胞機能低下との関連性が指摘さ

れている 17）。AIDS患者におけるMAC感染症では、

持続性の下痢や長期におよぶ腹部の鈍痛等が主な症

状であり、非 AIDS患者の病態と異なっている 17, 56）。

わが国のAM症患者から分離されるAMは、MAC

が最も多い 69）。米国の非 AIDS患者からはMACお

よびM. kansasii、ついでM. scrofulaceumが多く分離

されている 3, 7, 77）。米国の AIDS患者の 50～ 60%は

MAC感染症を併発していることから12, 16, 17, 28）、今や

MAC感染症はHIV患者にとって最大の危害要因と

なっている。

AM症のうち、皮膚感染症の原因となる主な菌種

はM. marinumである。本菌種は以前より Swimming-

pool granuloma 65）、fish-tank granuloma 22）とよばれ

る皮膚病変を形成することが知られていた。熱帯魚

養殖場の労働者に本病変は頻発するが、皮膚の腫脹、

小結節の形成および痒み程度の症状で経過すること

も多い（写真1）。病原体の暴露後、2～ 3週間の潜

伏期を経た後に、感染部位に単一の小結節を形成

する。その結節は化膿することもあるが、重症化

することが少ないため 49）、見逃されることが多い。

Ⅴ. 動物の非定型抗酸菌症

動物の AM症の流行は鳥類や豚で多発する。特に、

豚のMACによる感染症は世界各国で見られ、経済

的に重要な問題となっている。豚のMAC感染は主

に経口感染により起こり、下顎リンパ節や耳下リン

パ節および消化器系のリンパ節に結核様結節病変が

形成される 3, 26）。まれに肝臓、脾臓、肺にも本結節

病変を認める場合があるが、臨床症状を示さないた

め、食肉検査時に発見されることが多い 3, 34, 36, 42）。わ

が国では 1969年に北海道で大規模な豚の AM症の

発生が初めて報告された 34）。その後、日本各地で豚

AM症の発生が報告されるようになり、現在ではほ

ぼ全国で発生が認められている。群馬県では、1979

年に、と畜豚 912,093頭中 55頭に本症が初めて確

写真1 熱帯魚養殖場の労働者の手に形成した 
M. marinum感染症と推定される病変 
（東京海洋大学 延東真教授提供） 

　2～ 3カ月前より腫脹。写真撮影時は白色の小結節が 2カ所
確認された。 

（巻末にカラーページ） 
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認された後、毎年、0.13～ 0.28%の発生率で推移し

ている 36, 42）。

わが国の豚における AM症から分離された菌種の

ほとんどは M A C で、血清型 8、9、4 型（亜種

hominissuisに該当）が優位を占め、血清型 1、2、3

型（亜種 avium）は、それぞれ 1株、3株、9株が分離

されたにすぎない18, 41, 42, 70）。これに対し、米国・ドイ

ツ・デンマークでは亜種 aviumの分離率が高く31, 60, 61）、

南アフリカ44）、チェコ25）は日本と米国・ドイツ・デン

マークとの中間型で亜種 aviumと hominissuisの分離

率が同程度である。このように、豚に分布するMAC

の血清型は、地理的な要因が大きく関係している。

豚以外の動物では、亜種 aviumによる鳥結核が問

題となる。鳥結核に罹患した鳥類は、腸管に潰瘍を

形成し、著しい削痩、骨・関節の変形、腸・肝臓・

脾臓に結核様結節を認める場合が多く19, 37, 40）、また、

皮膚に結核様結節が形成される例 37）もある。米国

や英国では、動物園飼育鳥および死亡した野鳥を検

死解剖した結果、0.5～ 9.2%がM. avium感染症で

あったことが報告されている19）。このように、欧米で

は鳥結核は動物園の鳥類や野鳥では一般的な疾病と

みなされている3, 19）。わが国の豚以外の動物では、鳥

類 37, 40, 59）、犬 64）、猫 38）、牛45, 47, 58）、山羊33）等の AM症が

報告されている。鳥結核は、動物園飼育鳥40, 59）、およ

び輸入レース用鳩 37）で確認されたのみであり、わが

国に生息する野鳥の感染例はいまだ報告されていな

いことから、わが国は鳥結核の極めて少ない特殊な地

域であると思われる。乳用牛や山羊ではM. avium 45）、

M. kansasii 33, 58）の感染は結核病巣を認めずツベルク

リン反応を陽転させる、いわゆる無病巣反応動物

（No Visible Lesion Reactor）の原因となる。外国に

おいて、猿類からM. simiae 76）、M. avium 62）、魚類か

らはM. marinum 49）等が分離されているが、いずれ

も散発的な発生にとどまっている。

Ⅵ. 環境・ヒト・動物から分離される
非定型抗酸菌の関連性

ヒトの AM症から分離されるMACは環境や動物

からも分離されるので、環境や動物の役割を解明

することが本疫学上重要と思われる。MACはヒト

と動物の主要な AM感染症起因菌であることから、

分離株の血清型、挿入遺伝子の有無や RFLP解析

等 4, 7, 24, 27, 28, 46, 52, 60, 61）が AM症の疫学解明の手段として

用いられてきた。環境や動物から分離されるMAC

はヒトから分離される株とほぼ同様な遺伝子学的特

徴を有している。AIDS患者へのMACの感染ルー

トとして経口または飛沫感染が疑われている。しか

し、AIDS患者間、または、動物から AIDS患者へ

のMACの伝播に関しての疫学的な証拠は得られて

いない 3, 4, 5, 15, 28）。

わが国は、AM症患者から分離されるMACと同

様な分子生物学的特徴を保有した株が、豚から数多

く分離されている。「AIDS患者が諸外国に比べて少

なく」、しかも「野鳥の鳥結核が存在しない」とい

う日本独特の環境のなかで、豚や環境に分布する

MACが本当に患者から分離されるものと同一であ

るか、さらに検討する必要があると思われる。

AM症は結核菌群以外の抗酸菌により極めてまれ

に発症する疾病であることから、近年まであまり問

題視されていなかった。しかし、AIDS患者や各種

の免疫抑制剤の使用により免疫が低下した宿主が増

加している今日、AM症は公衆衛生学的に関心が持

たれている。今後、ヒトの AM症起因菌の大部分を

占めるMACと動物や環境から分離されるMACの

関係、宿主特異性や病原性を明らかにすることは疫

学上重要な課題である。また、従来、動物のみに病

原性があるとされ、AMからはずれていたM. avium

subsp. paratuberculosis（反芻獣のヨーネ菌：症状と

しては慢性腸炎）の遺伝子断片がヒトのクローン病

の病変部から検出されたことにより、本菌が人獣共

通感染症の起因菌となる可能性を示す報告 8）もあ

る。いっぽう、クローン病は患者自身が保有する病

原遺伝子により発病するという報告 48）もあり、ク

ローン病とM. avium subsp. paratuberculosisとの関

連も究明しなければならない問題であろう。今後、

広く環境、ヒト、動物から分離される AMについて

注目し、ヒトの AM症に対する環境・動物の役割を

監視する必要があると思われる。
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